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第３章 計画の基本的な考え方 
 

１ 基本理念（案） 

 

ひとりじゃないよ！いっしょに育とう 
～ こども・若者が輝き、未来への夢と安心をはぐくむまち、はびきの～  

 

 

２．基本目標（案） 

 

第２期計画の体系 

基本理念 
ひとりじゃないよ！いっしょに育とう 

～子どもたちが輝き、未来への夢と安心をはぐくむまち、はびきの～ 

重点施策１ 

教育・保育の質と量の充

実 

 

（１）幼保連携型認定こども園整備事業（公立） 

（２）幼保一体化推進事業（公立） 

（３）教育・保育施設への円滑な受け入れ体制の整備 

（４）多文化共生事業 

（５）帰国・外国人児童生徒適応支援事業 

重点施策２ 

包括的かつ切れ目のない

支援体制の充実 

（１）少子化対策事業 

（２）子育て世代包括支援センター機能の充実 

（３）子ども家庭総合支援拠点設置事業 

（４）ペアレント・サポート事業 

（５）子育てネット（インターネットサイト）運用事務事業 

重点施策３ 

子どもの居場所づくりと

子どもの安心安全対策 

（１）放課後子ども教室事業 

（２）はびきの中学生 study-Ｏ事業 

（３）小・中学生スポーツクラブ活動事業 

（４）児童養護施設退所児童進学応援事業 

（５）地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 

（６）防災講座・防災研修開催事業 

基本目標１ 

生まれてくる喜びを親子

で分かち合うことができ

る環境づくり 

●妊娠・出産期からの切れ目のない支援 

●妊娠期から乳幼児期の保健対策の充実 

●子育て期における父親の家事・育児の参画 

●妊娠期からの虐待予防の取り組み 

●地域子育て支援事業の充実 

基本目標２ 

楽しいことがいっぱいの

幼児期を過ごすことがで

きる環境づくり 

●質の高い教育・保育の提供 

●子どもの遊び場の確保 

●利用者の視点に立った子育て支援事業の充実 

基本目標３ 

のびのび育ち、楽しく学

べる学童期を過ごすこと

ができる環境づくり 

●生きる力の育成 

●魅力ある学校教育の推進 

●信頼される学校づくり 

●情報教育の充実 

●放課後活動への支援 

●子どもの活動機会の充実 

基本目標４ 

●一人ひとりの思考力・判断力・表現力の育成 

●豊かな心を育む教育の推進 

●心と身体の健康づくりの支援 
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希望に満ちた思春期を過

ごすことができる環境づ

くり 

●相談体制の充実 

基本目標５ 

未来に向けての青年期を

過ごすことができる環境

づくり 

●就労への支援 

●体験活動の推進 

●困難を有する若者への支援 

基本目標６ 

一人ひとりの子どもの育

ちを守る環境づくり 

●発達に不安のある家庭への支援 

●子育て世帯への生活支援 

基本目標７ 

支援が必要な家庭を支え

る環境づくり 

●児童虐待防止対策の充実 

●多様な家庭への支援 

●子どもの権利擁護 

基本目標８ 

地域で子育てを支える環

境づくり 

●仕事と家庭（子育て）の両立支援 

●地域で親子の育ちを支える環境づくり 

●地域住民との交流活動の支援 

●子どもの安全を守る取り組み 

第５章 子育て支援や家

庭への支援の充実 
量の見込みと確保体制、新・放課後子ども総合プラン、他 

第６章 母子保健計画 

基盤課題：「切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策」「学童期・思春期から成

人期に向けた保健対策」「子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり」 

重点課題：「育てにくさを感じる親に寄り添う支援」「妊娠期からの児童虐待防止対策」   
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こども大綱（令和５年 12月 22 日） 

こども施策の基本

理念（こども基本

法第３条） 

①全てのこどもについて、個人として尊重され、その基本的人権が保障されるとともに、

差別的取扱いを受けることがないようにすること。 

②全てのこどもについて、適切に養育されること、その生活を保障されること、愛され保

護されること、その健やかな成長及び発達並びにその自立が図られることその他の福祉

に係る権利が等しく保障されるとともに、教育基本法の精神にのっとり教育を受ける機

会が等しく与えられること。 

③全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、自己に直接関係する全ての

事項に関して意見を表明する機会及び多様な社会的活動に参画する機会が確保される

こと。 

④全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その

最善の利益が優先して考慮されること。 

⑤こどもの養育については、家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責

任を有するとの認識の下、これらの者に対してこどもの養育に関し十分な支援を行うと

ともに、家庭での養育が困難なこどもにはできる限り家庭と同様の養育環境を確保する

ことにより、こどもが心身ともに健やかに育成されるようにすること。 

⑥家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境を整備すること。 

こども大綱が目指

す「こどもまんな

か社会」 

～全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ることができる社会～ 

「こどもまんなか社会」とは、全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこ

どもの権利条約の精神にのっとり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人と

してひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境等にかかわら

ず、ひとしくその権利の擁護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな

状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる社会である。 

こども施策に関す

る基本的な方針 

①こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障

し、こども・若者の今とこれからの最善の利益を図る 

②こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに

進めていく 

③こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて切れ目なく対応し、十分に支援

する 

④良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態

で成長できるようにする 

⑤若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若

い世代の視点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路の打破に取り

組む 

⑥施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を重

視する 

第３ こども施策に関する重要事項 

１ ライフステー

ジを通した重要事

項 

（１）こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等 73 

（２）多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

・遊びや体験活動の推進、生活習慣の形成・定着 41/52 

・こどもまんなかまちづくり 

・こども・若者が活躍できる機会づくり 

・こども・若者の可能性を広げて いくためのジェンダーギャップの解消 

（３）こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

・プレコンセプションケアを含む成育医療等に関する研究や相談支援等 

・慢性疾病・難病を抱えるこども・若者への支援 

（４）こどもの貧困対策 

（５）障害児支援・医療的ケア児等への支援 61 

（６）児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラーへの支援 

・児童虐待防止対策等の更なる強化 71 

・社会的養護を必要とするこども・若者に対する支援 

・ヤングケアラーへの支援 

（７）こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組 
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・こども・若者の自殺対策 

・こどもが安全に安心してインターネットを利用できる環境整備 

・こども・若者の性犯罪・性暴力対策 

・犯罪被害、事故、災害からこどもを守る環境整備 

・非行防止と自立支援 53 

２ ライフステー

ジ別の重要事項 

（１）こどもの誕生前から幼児期まで 

・妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保 12 

・こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 11 

（２）学童期・思春期 

・こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等 21 

・居場所づくり 82 

・小児医療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケアの充実 12 

・成年年齢を迎える前に必要となる知識に関する情報提供や教育 

・いじめ防止 44 

・不登校のこどもへの支援 43 

・校則の見直し 

・体罰や不適切な指導の防止 

・高校中退の予防、高校中退後の支援 

（３）青年期 

・高等教育の修学支援、高等教育の充実 

・就労支援、雇用と経済的基盤の安定のための取組 51 

・結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 J2 

・悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実 53 

３ 子育て当事者

への支援に関する

重要事項 

（１）子育てや教育に関する経済的負担の軽減 62 

（２）地域子育て支援、家庭教育支援 82，83 

（３）共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大 13/81 

（４）ひとり親家庭への支援 72 

こども施策を推進するために必要な事項 

１ こども・若者

の社会参画・意見

反映 

（１）国の政策決定過程へのこども・若者の参画促進 

（２）地方公共団体等における取組促進 

（３）社会参画や意見表明の機会の充実 

（４）多様な声を施策に反映させる工夫 

（５）社会参画・意見反映を支える人材の育成 

（６）若者が主体となって活動する団体等の活動を促進する環境整備 

（７）こども・若者の社会参画や意見反映に関する調査研究 

２ こども施策の

共通の基盤となる

取組 

（１）「こどもまんなか」の実現に向けたＥＢＰＭ 

（２）こども・若者、子育て当事者に関わる人材の確保・育成・支援 

（３）地域における包括的な支援体制の構築・強化 

（４）子育てに係る手続・事務負担の軽減、必要な支援を必要な人に届けるための情報発

信 

（５）こども・若者、子育てにやさしい社会づくりのための意識改革 

３ 施策の推進体

制等 

（１）国における推進体制 

・こどもまんなか実行計画によるＰＤＣＡとこども大綱の見直し 

・こども家庭審議会 

・こども政策を担当する内閣府特命担当大臣 

（２）数値目標と指標の設定 

（３）自治体こども計画の策定促進、 地方公共団体 との連携 

・自治体こども計画の策定促進 

・地方公共団体との連携等 

（４）国際的な連携・協力 

（５）安定的な財源の確保 

（６）こども基本法附則第２条に基づく検討 

※下線は第２期計画に含まれていない内容。項目後の数字は第２期計画で該当する基本目標と施策番号 
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基本目標１ 

生まれてくる喜びを親子

で分かち合うことができ

る環境づくり 

 
基本目標１ 

こども・若者の育ちをと

もに支える社会づくり 

基本目標２ 

楽しいことがいっぱいの

幼児期を過ごすことがで

きる環境づくり 

基本目標２ 

こども・若者への切れ目

のない保健・医療の提供 

基本目標３ 

のびのび育ち、楽しく学

べる学童期を過ごすこと

ができる環境づくり 

基本目標３ 

支援を必要とするこど

も・若者とその家庭への

支援の充実 

基本目標４ 

希望に満ちた思春期を過

ごすことができる環境づ

くり 

基本目標４ 

妊娠・出産の喜びと楽し

みいっぱいの幼児期を分

かち合える環境づくり 

基本目標５ 

未来に向けての青年期を

過ごすことができる環境

づくり 

基本目標５ 

のびのび育ち希望に満ち

た学童期・思春期を過ご

せる環境づくり 

基本目標６ 

一人ひとりの子どもの育

ちを守る環境づくり 

基本目標６ 

未来に向けての青年期を

過ごせる環境づくり 

基本目標７ 

支援が必要な家庭を支え

る環境づくり 

基本目標７ 

子育て当事者がゆとりを

持って子育てに取り組め

る環境づくり 

基本目標８ 

地域で子育てを支える環

境づくり 

 

※国のこども大綱では、「こどもまんなか社会」をうたい、こどもの権利やこども施策の基本理

念を前面に出していることから、ライフステージに共通する取組を前に移動  

ライフステー

ジ別の施策と

保護者支援 

ライフステー

ジを通した施

策 
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３ 計画の体系（案） 

 

基本理念 

 

ひとりじゃないよ！いっしょに育とう 

～こども・若者が輝き、未来への夢と安心をはぐくむまち、はびきの～ 

 

基本的視点１ 

（重点施策１） 

 

こども・若者が主体となり、活躍できる社会の実現 

 

基本的視点２ 

（重点施策２） 

 

子育て当事者の多様なニーズへの対応 

 

基本的視点３ 

（重点施策３） 

 

ライフステージに応じた切れ目のない支援の充実 

 

基本目標１ 

こども・若者の

育ちをともに支

える社会づくり 

(1)こども・若者の権利の擁護と尊重 

・こどもの権利擁護 

・人権教育・啓発の推進（権利の主体であるこ

との教育を含む） 

・社会参画や意見表明の機会の確保 

・ジェンダー・障害等に関する格差の解消 

・多文化共生の推進 

(2)虐待防止の取り組み 

・妊娠期からの虐待予防・早期発見の取り組み 

・虐待の予防・養育支援家庭の早期発見・関係

機関との連携強化 

・専門性を有する職員の配置による体制強化 

(3)多様な体験の機会の確保 

・地域におけるこどもの活動機会の確保 

・憩いの場や交流の場の整備 

・青年期における体験活動の推進 

(4)安心・安全な育ちの環境整備 

・こどもの安全を守る取り組み 

・地域の見守りネットワークの充実 

・安全なインターネット利用のための支援 

・こども・若者の自殺対策の推進 

基本目標２ 

こども・若者へ

の切れ目のない

保健・医療の提

供 

(1)妊娠期から青年期までの医療・保健対

策の充実 

・妊娠・出産の支援 

・妊娠期から乳幼児期における保健事業の推進 

・学童期・思春期から成人期に向けた保健対策 

・小児救急医療の提供と近隣市との連携 

(2)感染症対策の充実 
・予防接種の支援 

・学校等における感染症対策の充実 

(3)食育の推進 
・「食」に関する学習会の開催 

・学校・園等における食育の推進 

基本目標３ 

支援を必要とす

るこども・若者

とその家庭への

支援の充実 

(1)発達に不安のある家庭への支援 

・発達の状態に応じた療育の保障 

・支援が必要なこどもの受け入れ体制の確保と

指導者の資質の向上 

・教育相談・就学相談の実施 

・本人や保護者への情報提供と相談体制の充実 

・保護者支援プログラムの実施 

(2)こどもの貧困対策の推進 

・学習・進学の支援 

・安定した生活の支援 

・ひとり親への支援 

・生活困窮者自立支援の推進 

・経済的支援 

(3)多様な家庭やこども・若者への支援 

・外国人及び外国につながりのあるこども・保

護者への支援 

・ヤングケアラーの実態把握 
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基本目標４ 

妊娠・出産の喜

びと楽しみいっ

ぱいの幼児期を

分かち合える環

境づくり 

(1)妊娠・出産期からの切れ目のない支援 
・妊娠・出産期からの切れ目のない支援 

・育てにくさを感じる親に寄り添う支援 

(2)質の高い教育・保育の提供 

・質の高い教育・保育の提供 

・教育・保育施設における事故防止や発生時の

対応 

(3)利用者の視点に立った子育て支援事

業の充実 

・親子で楽しめる居場所づくり 

・利用者の視点に立った地域子育て支援拠点事

業の充実 

・子育て支援サービス等の情報提供の促進 

・保育サービスの充実・確保 

基本目標５ 

のびのび育ち、

希望に満ちた学

童期・思春期を

過ごすことがで

きる環境づくり 

(1) 生きる力の育成 

・すべてのこどもの基礎学力の定着 

・一人ひとりに応じたきめ細かな指導の充実 

・生涯学習・スポーツの基盤づくり 

・体験の機会の提供（中学校等の親学習） 

(2)豊かな心と健やかな体の育成 
・豊かな心を育む教育の推進 

・学校におけるスポーツ環境の充実 

(3)魅力ある学校教育の推進 

・こどもの読書活動の推進 

・地域の生活・歴史・文化・自然の教材化の促

進 

・情報教育の充実 

・キャリア教育・進路指導の充実 

(4)信頼される学校づくり 

・教職員研修の促進 

・学校施設及び適切な学校運営 

・児童・生徒の心のケアを進める相談体制の充

実 

・いじめ防止 

・不登校の支援 

(5)多様な居場所づくりの推進 ・地域と連携した居場所づくり 

(6)総合的な放課後事業の実施（２期計画

第５章４） 

 

基本目標６ 

未来に向けての

青年期を過ごす

ことができる環

境づくり 

(1)希望する進学・就労への支援 

・進学の支援と高校中退の防止及び中退者への

支援 

・関係機関と連携した就労支援 

(2)困難を有する若者への支援 

・青少年の非行防止や困難を有する若者への支

援体制の充実 

・相談支援の充実と情報発信の強化 

(3)結婚・出産の希望がかないやすい社会

の形成 

・結婚・出産の支援 

・プレコンセプションケアに関する情報提供 

基本目標７ 

子育て当事者が

ゆとりを持って

子育てに取り組

める環境づくり 

(1)地域で親子の育ちを支える環境づく

り 

・こどもの健やかな成長を見守り育む地域づく

り 

・親子の育ちを応援する家庭教育支援 

・地域における支え合いの仕組みづくり 

・地域でこどもを守り支える居場所づくり 

(2)就労と子育ての両立支援 

・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた事

業主・市民への啓発 

・子育てにおける男女共同参画の推進（子育て

期における父親の家事・育児の参画） 

・ひとり親への支援 

(3)こどもをもちたいという希望をかな

える子育て支援・少子化対策の推進 

・妊娠・出産の支援 

・多子世帯の支援 

・情報提供・相談支援の充実 

(4)総合的な子育て支援の充実 

・こども家庭センター機能の充実 

・情報発信の強化 

 


